
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 中津川市立東小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月４日（火）～１１月２９日（土） 

実 施 概 要 ①授業参観・親子講演会 ②命の授業 

③保護者とあいさつ運動 ④感謝の会 

 
実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 レ成果発表 レ交流活動 レ講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者         ４４１  人  
    計  ５０８ 人 

地域関係者           ６７  人 

 
実 施 状 況 

① 授業参観・親子講演会～２学期に、学んできたことを保護者に見てもら

う。（音読発表や楽器演奏等）その後、親子一緒に「車いすから見える

世界」と題して、差別や偏見について、また人権尊重に関わる講演を北

村祐次さんから聞かせてもらった。北村祐次さんは下呂市在住の車いす

で生活されている社会福祉士、介護支援専門員。１６年前から講演活動

を５００回以上されている。 

② 命の授業～３年生の親子を対象にして、中津川市に住む獣医前田敬生

さんに命の教育の授業を行ってもらった。小動物の生から命の大切さを

知ることが出来た。また保護者の学習の場にすることも出来た。 

③ 保護者と共にあいさつ運動～ＰＴＡ運営委員の保護者と学級委員･支部

長と子どもたちが校門や各地域の集合場所等であいさつ運動を実施し

た。 

④ 感謝の会～見守り隊の方々と交通安全指導員さんを招き、日頃の見守り

に対する感謝の気持ちを言葉や合唱、手作りプレゼント等によって子ど

もたちが伝えた。 

 
成果及び課題 

○子ども達の成長した姿を観ることの出来る授業参観は多くの保護者の参

加がある。その後親子で人権についての講演を聞く会もあり盛況だった。

ひびきあいの日も兼ねており、「家庭で差別や偏見について、また命の

大切さや思いやりについてたくさん話をすることが出来ました。」とい

う報告を受けた。 

○命の授業では、小動物の生を通して、命の大切さを知ることが出来た。

子ども達も保護者も興味をもって、授業を受けることが出来た。 

○感謝の会では地域の見守り隊の方々３７名と交通安全指導員が出席さ

れ、「見守りは私たちの生活の一部。元気の源になっている」「元気な

あいさつを返してくれると本当にうれしい。あいさつを返してください」

という嬉しいお言葉とお願いがありました。 

●今年度、講師招聘と日程との関係で地域ふれあい教室が開催できず、地

域の色々な物作りができる先生方との交流ができなかった。来年度は年

度当初に講師を依頼し、日程調整を図り地域ふれあい教室を開催したい。 

 


